
 

�回�たちは、���北�の⽇��に�かぶ「粟�」にお��させていただき、�災・インフラについ
ての�材を⾏ってきました。

「粟島」とは
 粟�は、��が�350�で周囲は�23km、⾃�⾞を使って3時間で�を⼀周することができる⼩さな
�です。�き�った�や⼤⾃�、�鮮な⿂��、�に暮らす�々の温かさで�れています。

 �内の電気は、��から�んできた油を使って�⼒発電�で発電しており、��が使う電気は�内で
賄われています。また、保��・デイサービス・����・�療�の����があることや、�内には
消�署が�いため、��で消�団を�成するなど、�が�ないからこそ��同⼠の��が⼤切です。

 また、「しおかぜ留�」という制度を��しており、粟�浦⼩��・粟�浦中��に��・��希�
する児�を受け�れ、�の�たちとの�流を�して��性を�に付ける�しい��の挑戦を⾏っていま
す。現在「しおかぜ留�」をしている児�は16�です。それにともなって��者に�する�まいの�保
や制度も��しています。
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粟�浦�消�団の�々

��者⽤の��(��中)



しおかぜ留�で�流できる�⾺「タマユキ」

粟島のインフラについて

 粟�では、「しらせあい」というアプリを活⽤し、�気、粟�汽�の��状況・予�など��のみに

�わらず、���などにも有�な情�を発�したり、�内どこでもネットを利⽤することができます。

�料でネットが使えることで��の�帯利⽤料金で�み、離�でも不⾃由なことがなく、��・��の

�者が得するという��性を築くことが�来ます。

 また、「しらせあい」を��することで、�来的には回��を電��して��⼀�に�れるようにす

ることが、さらなる�の発�につながるという狙いを持っています。



粟島の防災について

 ⼟�崩れによる��があったとき、��地�はさっこい�流�、内浦地�は粟�浦⼩��・粟�浦中

��体��に��します。そして、地�による津波の��が想�される場�は、�まいの�くの��に

��し、内浦地�は粟�浦⼩��・粟�浦中��、����、��地�は六���（����）に��

します。しかし、トイレや暖�などの��不�などから��に��する�が�なかったという問題点

が、�年の元⽇に�こった��半�地�で�らかになりました。

����(⾵の三郎�)

粟島浦村消防団について

 粟�浦�には消�署がないため、�事が�きたときには地域の�たちで協⼒し、�を消すことが�め

られます。そのため、消�団��では、基�的な動き(消����式の基�的動作)を�念に⾏い、チー

ムの⼠気を�め、��の�事を想�した操���を⾏っています。１つひとつの動きが�わると団員同

⼠で�り�し��し�い、上下��に�わらず�し�う�がありました。

 また、粟�は昔から漁業が盛んだったため、男性が�に�ているときの�内は女性がほとんどで、�

災が�こったときには、女性の⼒で�処する必�がありました。そのため、現在も消�団員の中には女

性の�がありました。消�署がないからこそ、男女共に協⼒し、地域の�々は�事が�こらないように

��の��を�っています。

 ��に⼤�模な�災が�こったことをきっかけに、さらに�の元を�かめるようになったと�いま

す。��の�来事を�駄にせず、��が��して�ごせる�を作っていくのが消�団の�めであると�

えています。



消���の��(操���)

消���の��(重�を使った��)

今回の活動を通して感じた課題・問題

 粟�では��、���の減�が⼀�の�題だと�えます。��者不⾜や��の���など現代の⽇�

の�題ともいえる状況が�内でも⾒受けられます。災�が�こったときの��や消�活動でも、若⼿の



⼒が必�になってきます。その状況を打破するために�たちが�えた�として、

1．「しおかぜ留�が�来る年��を�げ、⼩�⽣から⼤�⽣を��にする」

 しおかぜ留�のみに�らず、ワーキングホリデーのような期間��で��できるようにすれば、�に

�れるきっかけ作りにもなる。そして��⽣、⼤�⽣になると友�同⼠で�に来やすくなり、思い�を

作りながら�の良さを知ることができる。その�果、また来たいという気持ちにつながる。

2．「あらゆる�⾯から粟�の�⼒を�える」

 �、�などの⾃�が�きな�、落ち�いた��で��てがしたい�、�に��したい�、キャンプな

どのアウトドアを�しみたい���の�々に粟�の�⼒をホームページ、インスタグラム、��体など

フルに活⽤し�える。

３．「��場�の��を�える」

 ��場�の暖�やトイレなどの��不�から��に��する�が�なかったという問題点が元⽇の�

�半�地�で�らかになったため、��をきちんと�えることで�くの�々が��しやすくなると�え

る。

最後に...

 �回�めて粟�にお��させていただいて、⾃�の�かさはもちろんのこと、��の�々の温かさに

�れ、また粟�を�れたいと�く思いました。この�事を�してより�くの�に粟�の�⼒を知ってい

ただき、��に�へ�れて、その�⼒を体�してほしいです。Let’s go to AWASHIMA!

 4⽇間という�い間でしたが、�々なことを丁寧に�えてくださった��の��
�当にありがとうございました。

 粟�浦�消�団の��と📸

♡BIG LOVE♡

《��材は、⼀��団��北陸地域づくり協�の研�助成事業の�援により��いたしました。》


